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平成25年度後期 学会講演公開講座研究会 於昭和女子大学（敬称略）
10月12日（第1回生活心理研究所公開講座「障害のある人の学習就労生活を支える」）
〇発達障害がある大学生への関わり（修学を含めた大学生活を支援すること） 東京大学学生相談ネットワーク本部 准教授 渡邉 慶一郎
10月26日（第2回生活心理研究所公開講座「障害のある人の学習就労生活を支える」）
〇ICT社会が創り出す多様な学びと働き方 東京大学先端科学技術研究センター 教授 中 邑 賢 龍
10月26日（現代ビジネス研究所公開講座）
〇いま企業で求められるのは，「新しい価値」を創造できる人材 住友商事株式会社グローバル教育事業チーム長 河野 純子／聞き手 特任教授 福沢 恵子
11月2日（第3回生活心理研究所公開講座「障害のある人の学習就労生活を支える」）
〇発達障害の特性を活かした職業訓練と職場開拓～民間企業での取り組み～ 株式会社Kaien代表取締役 鈴 木 慶 太
11月16日，17日（国際文化研究所 「国際シンポジウム 1415世紀海域アジアにおけるベトナム陶磁の動きベトナム琉球マジャパヒト」）
16日 挨拶 ハノイ国家大学学長 グエンヴァンカイン／〇元末明初の中国と東南アジア 非常勤講師 四日市 康博／〇ベトナム陳朝黎朝の社会と文化
ハノイ国家大学副学長 グエンヴァンキム／〇14～15世紀のヴェトナム施釉陶磁の編年について 町田市立博物館学芸員 矢島 律子
17日 〇15世紀のマジャパヒト 桃山学院大学教授 深見 純生／〇トロウラン遺跡出土の陶磁器 NPO法人アジア文化財協力協会理事長客員研究員 大橋 康二
／〇ベトナム陶磁の輸出 客員研究員 阿部 百里子／〇琉球出土のベトナム陶磁 沖縄県立埋蔵文化財センター 新垣 力，仲座 久宜／〇ベトナムにおけ
る近年のチャンパー陶磁研究 教授 菊池 誠一／〇ラオス出土のベトナム陶磁 ラオス国立博物館 清水 菜穂／〇フィリピン出土のベトナム陶磁 上智大
学非常勤講師 田中 和彦／〇総合討論 司会 国立台湾大学芸術史研究所副教授NPO法人アジア文化財協力協会副理事長 坂井 隆
11月16日（現代ビジネス研究所研究セミナー）
〇21世紀を生きる君に学んでほしい，ホスピタリティ力日本航空の実践ホスピタリティ
日本航空 客室品質企画部 客室教育訓練室アドバイザーグループ グループ長 善 晶子／研究員 竹中 哲也
11月30日（文化史学会第30回大会 「シンポジウム 山梨茅ヶ岳山麓における縄文時代中期文化の盛衰」）
〇縄文時代中期 大規模環状集落盛衰のもつ意味（総論） 教授 山 本 暉 久
〇山梨県茅ヶ岳西麓にみる縄文時代中期遺跡の動態と生業（研究報告） 北杜市教育委員会 佐 野 隆
〇諏訪原遺跡の調査成果（調査報告） （1）北杜市教育委員会調査地区 早稲田大学 大網 信良／（2）昭和女子大学調査地区 大学院生 小林 寛子
〇総合討論縄文時代中期大規模環状集落の盛衰をめぐって 司会 教授 小泉 玲子／パネラー 佐野 隆／大網 信良／山本 暉久
12月12日（女性文化研究所第138回定例研究会）
〇社会人メンターネットワークの活動報告とメンターフェア参加学生の感想の質的調査 助教 小森 亜紀子／教授 木間 英子
12月18日（人間社会学部研究会）
〇幼児期のままごと遊びに関する考察 教授 横 山 文 樹
〇災害時避難所運営システム（STEP）の開発と効果測定 准教授 清 水 裕
1月29日（環境デザイン研究会）




〇融通念仏縁起絵巻の成立と展開 研究員非常勤講師 阿 部 美 香
〇「青鞜」の歌人 特別研究員 高 橋 美 織
2月12日（研究支援機器センター談話会）
〇蛍光X線分析から見た鏡の組成 奈良文化財研究所企画調整部長 杉 山 洋
2月15日（グローバル人材育成推進事業 バルセロナ大学教員交流講演会「カタルーニャのモデルニスモとジャポニスム」）
〇カタルーニャのジャポニスム バルセロナ世界文化博物館準備室コーディネーター リカルドブルトゥルイ／
通訳 慶應義塾大学専任講師 松田 健児／コメント 准教授 植松 勇介
〇バルセロナとカタルーニャのモデルニスモ バルセロナ大学美術史学科近現代美術史担当教授 テレササラガルシア／
通訳 慶應義塾大学非常勤講師 諸星 妙／コメント 教授 堀内 正昭／コーディネーター 教授 木下 亮
2月19日（日本文学研究会）
〇和語としての「こふ（甲）」 教授 山 田 潔
2月22日（現代ビジネス研究所公開講座）
〇実践的研究のすすめ 明治大学専門職大学院グローバルビジネス研究科教授 上 原 征 彦
3月5日（英語コミュニケーション学科教員学術研究会）
〇FeministIdentityReflectioninJapaneseFemaleUndergraduatesthroughDiscourseAnalysis
講師 杉橋 朝子／講師 セージ，クリスティー／助教 宮房 寿美子
〇iPadforClassroom Use101 教授 ライアン，ケビン
3月5日（環境デザイン研究会）
〇住まいから見える女性と家族 教授 竹田 喜美子
3月6日（福祉社会学科 「児童虐待予防シンポジウム 児童虐待の連鎖を止めるために～予防的視点から，私たちにできること～」）
シンポジスト 早稲田大学特別研究員（スウェーデン在住） 谷沢 英夫／フリーライター 黒川 祥子／
一般社団法人STOP!ABUSE代表理事 廣渡 麗子／コーディネーター 教授 北本 佳子
平成25年度学苑編集委員
委員長 齋藤 彰（近代文化研究所長）
横塚 昌子（総合教育センター）
齋藤 彰（日本語日本文学科）
鈴木 博雄（英語コミュニケーション学科）
関口 靜雄（歴史文化学科）
ボルジギンフスレ（国際学科）
久原 正治（ビジネスデザイン学科）
島谷まき子（心理学科）
高橋 学（福祉社会学科）
フフバートル（現代教養学科）
平野 晶子（初等教育学科）
竹田喜美子（環境デザイン学科）
不破眞佐子（健康デザイン学科）
竹山恵美子（管理栄養学科）
久下 裕利（文化創造学科）
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